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⑵ 設定値に近い初期軸力が PC 鋼棒に導入されていること。 
⑶ 短時間かつ容易な施工が可能である材長指定型による初期軸力導入方法の有用性。 
⑷ テンション材へ実際に導入される初期軸力量算定式の提案。 




率半径などをパラメータとし計 16 モデル 800 ケースについて離散的取扱法による数値解析を行い次のことを明らか
にしている。 
⑴ テンション材の配置により、配置していない場合に比べ剛性及び座屈荷重が増加すること。 
⑵ テンション材へ初期軸力を導入し、増加させることにより、座屈荷重がより上昇すること。 
⑶ 座屈荷重が上昇する効果は曲率半径が大きいモデルほど顕著となる。 
⑷ 座屈荷重を最大とする初期軸力導入量が存在する。 
 以上のように、本論文はテンション材を組み込んだ単層２方向格子ドームの座屈性状を明らかにしたもので空間構
造学、建築構造学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
